
                            （書式２） 

＜事務局使用欄＞受付番号：                - 

アジア研究教育ユニット派遣プログラム 
派遣報告書 

１．派遣プログラム 

プログラム名称 延世大学校スプリングスクール 

派遣国名 韓国 

プログラム実施期間 22018/3/4-2018/3/24 

単位認定・修了証の 

有無 

① 京大で認定される単位（集団派遣等） ☐有（単位数：  ）☒無 

有りのときの内訳： ☐卒業所要単位数  ☐自由選択科目単位数 

② 派遣先大学で認定される単位   ☐有（単位数：  ） 

                  京大との単位互換制度 ☐有 ☒無 

 ☐無 

③ 京大もしくは派遣先大学で発行される修了証  ☒有  ☐無 

SEND の有無 

☐有 

 事前研修（SEND・派遣基礎トレーニング科目）の受講の有無 ☒有 ☐無 

 （有の場合、科目名：                   ） 

☒無 

 

２．派遣者情報 

氏名 

姓 名 
フリガナ      ゴ コウジョウ 

     呉 江城 

所属 

部局：      教育学      学部・研究科           

身分：□学部（    ）回 □修士（  １  ）回 □博士（     ）回 

学籍番号：0230-29-0284 

指導教員（クラス担任）：竹内里欧 

現住所 

フリガナ 

〒606－8104 

京都府京都市左京区高野竹屋町 45－1 ヴィレッジヒル 207 

連絡先 

E メール（PC）：       jiangcheng33    ＠qq.com 

電話番号 ：（    090   ）   3860    －  4537   

緊急連絡先（携帯番号）：（       ）       －             

携帯電話メール：           ＠ 

Skype ID： 

 

３．報告内容 

次の内容について日本語 1000 字程度、もしくはそれ以上にまとめ、次頁に記入し、メール添付にて提出

してください。 

①学習成果（今回の派遣に参加する前とした後とで、留学、大学での学習、国際理解への意欲に関して、

自分にどのような変化が起きたか、今回の派遣に参加して、次の海外留学についてどのような関心・計画

を持つようになったかなど）②海外での経験、③プログラム内容、④進路への影響について 

 
＊記入された内容は、世界展開力強化事業の成果報告、またはアジア研究教育ユニット、京都大学の事業成果
の一部として HP や印刷物等にて公表する可能性があります。内容の記載にあたっては、プライバシーへの配慮
や個人情報の保護などの観点に鑑み、公開可能な内容としてください。また、成果報告の方法によっては、事
務局にて内容を一部編集することがあります。 

2013.12.6 改訂版 
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「（延世大学校スプリングスクール参加報告書」 

 

京都大学教育学研究科修士１年 （呉江城） 

 

① 学習成果 

今回の派遣に参加したことにより、自分自身の韓国語能力は着実に上がったことを感じています。

前は独学で韓国語を勉強していましたが、語学の勉強はやはりその外国語の環境に溶け込んで行った

ほうが効果的だという実験成果がでました。この経験をもとにこれから、時間があれば、また韓国に

行って韓国語の勉強をやり続けたいと考えています。また、延世大学校の学生の英語能力に感心しま

した。日本のキャンパスでなかなか見られない英語勉強への熱意を大学の図書館で何度も感じて、国

際的な人材になるに英語は絶対に欠かせないというように思います。博士に進学して欧米圏で異なる

文化体験をする決意をして、英語の勉強もまじめに取り込むべきではないだろうか。 

 

 

② 海外での経験 

 韓国は東アジアの中で特別の立場に立っていると昔からそう考えてきています。今回のプログラム

でその考えはある程度で確認できました。「中国大陸と日本列島の間の朝鮮半島」という地理的な原

因で中国からも日本からも様々の影響を受けて特有な文化を形成しました。たとえば、韓国の飲食の

ピビンパ、じゃじゃんメンとかはすべての食材を混ぜてそのまま食べるのがわれわれ外国人から見れ

ば興味深いところでした。しかし、このような「混ぜる文化」は韓国の特色として、世界中を席巻し

た韓流の下支えともいえるような側面があります。これは今回のプロジェクトの最も価値のある感想

でした。 

 

③ プログラム内容、 

プロジェクトの内容について、特に丌満を感じたところはないです。事前の語学トレーニングもあ

りますし、現地のスタッフからも行き届いたお世話になりますし、素晴らしい体験となりました。た

だし、現地の学生たちとの交流がやや不足で、延世大学校の正規の授業も行けば、その学生さんたち

と友人になるチャンスが増えるかと思います。 

 

④ 進路への影響について 
将来の進路への影響として、おそらく研究方向をより固められたといえるでしょう。東アジア圏出身の

わたくしは将来、中国(台湾、香港なども)、日本、韓国を含めた東アジア地域の社会学を研究する意欲がさ

らに高まるようになりました。 
 
 

그동안 여러가지 감사합니다. 여러분 덕분에 한국어 공부도 잘 수 있었고, 한국인 친구도 

사귀었습니다. 20 일은 짧지만 연세대학교에서의 일상은 인생의 잊지 못할 추억이되었습니다. 시간이 

있으시면, 또한 한국에갑니다. 

  

 


